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近
代
日
本
研
究
第
十
二
巻
（
一
九
九
五
年
）

朝
鮮
問
題
に
関
す
る
こ
通
の
福
津
書
簡
に
つ
い
て

｜
｜
新
史
料
の
紹
介
｜
｜

昨
年
度
お
よ
び
一
昨
年
度
、
新
た
に
当
セ
ン
タ
ー
が
蒐
集
（
い
ず
れ

も
古
書
揮
を
通
じ
て
購
入
）
し
た
史
料
の
中
に
、
朝
鮮
問
題
に
関
連
す

る
二
通
の
未
発
表
の
福
津
書
簡
が
あ
る
。
紹
介
を
か
ね
て
以
下
に
そ
の

内
容
に
つ
き
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

後
藤
象
二
郎
宛
書
簡

，，．、、

一、、＿＿，

そ
の
内
の
一
通
は
、
「
明
治
名
家
書
簡
集
」
と
箱
書
き
さ
れ
た
巻
子

一
巻
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
差
出
者
も
宛
先
も
区
々
の
、
一

坂

井

達

朗

四
通
の
書
簡
を
張
り
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
端
の
部
分
に
一
四
通
の

差
出
者
の
名
前
だ
け
を
順
番
に
書
き
並
べ
た
、
目
次
の
よ
う
な
も
の
が

付
さ
れ
て
い
る
。
各
書
簡
の
差
出
・
宛
先
・
日
付
・
内
容
の
大
略
は
次

ベ
l
ジ
の
一
覧
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
一
四
通
の
内
容
は
（
二
ニ
）
と

（
一
四
）
以
外
は
、
い
ず
れ
も
ま
っ
た
く
相
互
に
無
関
係
の
も
の
で
あ

り
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ど
の
様
な
経
緯
で
一
巻
に
さ
れ
た
も
の
か

明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い
。
恐
ら
く
は
貴
顕
名
士
の
筆
跡
の
蒐
集
家
が
、

偶
然
入
手
し
た
こ
れ
ら
の
書
簡
を
、
単
に
保
存
の
目
的
の
た
め
に
巻
子

に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
さ
れ
る
。
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番
号

（一）
（一一）

差

出

小
原
二
兵
衛

福
地
源
一
郎

田
中
国
輔Z

（ 

Eヨ

三
好
大
佐

（ 

三丘

前
島

（
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

宝

丹

福
津
諭
吉

巌

谷

修

（
な
し
）

Cコ
） 

陸
奥
宗
光

（一一）
（一一一）

（一一ニ）

永

湖
丹

羽

賢

伊
達
宗
城

IZ!3 
） 

金
子
堅
太
郎

宛

先

島
崎
徳
蔵

徳
山
尊
台

国
林
松
郎

小
沢
房
長

密

樽
崎
尊
台

原

彦

平

後
藤
象
二
郎

湖
山
先
生

（
な
し
）

鍋
島
直
彬

（
な
し
）

松
宇
先
生

渡
漫
洪
基

渡
由
理
洪
基

付

七
月
二
六
日

一
一
月
二
六
日

日

一
一
六
日

七
月
二
五
日

五
月
二
八
日

八
月
二
六
日

一
O
月
二
九
日

一
一
月
一
八
日

一一一一一日

明
治

九七（七三
月月な月年
四五し七
日5日） 日

九
月
三
日

同づ
廿

内

尊
大
人
登
仙
に
つ
き
、
弔
辞
。

愚
息
信
助
は
農
商
務
省
か
ら
の
電
報
に
よ
り
、
大
阪
で
待
命
中

と
知
ら
せ
る
。

過
日
の
来
訪
の
際
の
不
在
を
詫
び
、
銭
別
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を

感
謝
す
る
。

昨
日
願
い
置
い
た
営
所
役
場
の
件
に
つ
き
、
伺
書
の
通
り
出
さ

せ
た
の
で
、
然
る
べ
く
御
取
り
は
か
ら
い
を
願
う
。

臨
時
巡
査
徴
募
に
つ
き
、
松
代
人
警
視
署
一
等
中
警
部
星
野
兼

繁
を
御
県
地
に
差
し
出
す
に
つ
き
、
委
細
聞
き
取
ら
れ
た
い
。

先
日
問
い
合
わ
せ
の
日
本
皐
に
つ
き
返
答
。

（
後
述
）

先
日
ご
依
頼
の
題
識
を
送
り
批
評
を
乞
う
。

た
か
（
人
名
か
）
発
病
に
つ
き
、
本
タ
の
招
待
を
延
期
し
た

い
。
こ
の
段
伯
父
様
へ
宜
し
く
お
伝
え
願
い
た
い
。

来
る
一
一
日
の
褒
賞
授
与
式
に
出
席
す
べ
く
御
通
牒
を
受
け
た

が
、
当
日
公
務
の
た
め
欠
席
と
断
る
。

俳
句
七
首
。

再
び
講
娃
に
列
す
る
こ
と
を
え
て
喜
ぶ
。

海
外
御
出
張
に
つ
き
紅
葉
館
へ
御
招
待
の
案
内
を
受
け
、
出
席

の
旨
返
答
す
る
。

同
右
。
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，，ー、、

一一、、』J

こ
の
う
ち
（
七
）
の
後
藤
象
二
郎
宛
て
福
津
書
簡
の
文
面
は
次
の
通

り
で
あ
る
。
（
改
行
は
原
文
の
通
り
に
し
、
句
読
点
を
適
宜
に
補
っ

た。）
（
封
筒
・
表
）

高
輪

後
藤
象
二
郎
様

御
侍
史
親
展

（
同
・
裏
）

封

朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

福
津
諭
吉

（
本
文
）

要
件

電
報
到
来
。
弥
ロ
ン
ド
ン
へ
参
候

よ
し
ニ
付
、
尚
此
方
2
電
信
を
以
て

成
否
之
決
答
承
度
旨
、
四
日
前
に

申
越
候
。

さ
し
向
金
円
之
切
迫
、
月
末

書
生
之
給
与
さ
へ
六
ヶ
布
次
第
。

過
日
も
色
々
工
夫
、
か
き
さ
ら
へ

て
少
々
遣
し
置
候
得
共
、
一
連
も
足
る

へ
き
ニ
あ
ら
ず
。
彼
ノ
三
菱
之
方
ハ

少
々
延
は
し
、
此
方
へ
廻
し
呉
候

事
ハ
出
来
申
間
布
候
哉
。

尚
此
外
、
如
何
程
小
数
－
一
而
も
不
苦
。

出
来
候
事
な
ら
や
っ
御
心
配
奉

願
候
。
実
ハ
過
日
来
新
聞
屋
之

移
転
－
一
而
、
存
外
之
金
を
費
し
、

当
惑
仕
居
候
次
第
二
御
座
候
。

右
要
用
市
己
申
上
置
、

尚
い
才
ハ
拝
顔
之
節
ニ
残
し
候
。

早
々

頓
首

十
月
廿
九
日

書
簡
の
本
紙
に
は
署
名
も
宛
先
も
な
い
が
、
封
筒
が
切
り
開
か
れ
た

形
で
本
文
の
前
に
張
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
本
紙
と
封
筒
は
一
対
の
も
の

（

6
）
 

と
判
断
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。
ま
た
文
中
に
あ
る
「
新
聞
屋
之
移

転
L

と
は
、
時
事
新
報
社
の
社
屋
が
明
治
二
ハ
年
一

O
月
二
七
日
に
、

（

7
）
 

慶
麿
義
塾
構
内
か
ら
日
本
橋
通
三
丁
目
に
移
転
を
完
了
し
た
こ
と
を
指

す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
書
簡
は
明
治
一
六
年
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
年
譜
に
よ
れ
ば
福
揮
は
同
年
六
月
下
旬
頃
し
ば
し
ば
後
藤
象
二

（

8
）
 

郎
に
面
会
し
て
い
る
。
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書
簡
の
内
容
は
改
行
の
前
後
で
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
何
れ
も
後
藤
と

福
津
の
双
方
に
と
っ
て
関
係
の
あ
る
人
物
に
関
す
る
事
実
を
報
じ
た
も

の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
前
半
部
の
相
手
に
は
何
事
か
を
依
頼
し
て

あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
人
が
い
よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
電
報
が
き
た
の
で
、
依
頼
し
て
い
た
事
柄
が
成
就
す
る
か
ど
う

か
を
問
い
合
わ
せ
た
と
い
う
報
告
で
あ
り
、
未
だ
に
返
事
が
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

後
半
部
は
金
策
の
相
談
で
あ
る
。
相
手
は
月
末
に
な
り
経
済
的
に
非

常
に
行
き
詰
ま
っ
て
お
り
、
書
生
に
払
う
給
料
に
も
こ
と
欠
い
て
い
る
。

福
津
も
先
日
出
来
る
だ
け
の
援
助
を
し
た
が
、
そ
ん
な
金
額
で
は
到
底

不
足
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
の
三
菱
へ
の
支
払
い
を
少
々
延
ば
し
て
、
こ

の
方
へ
廻
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
ど
れ
程
少
額
で
も

よ
い
か
ら
宜
し
く
頼
む
。
福
津
自
身
は
最
近
新
聞
社
の
引
っ
越
し
に
意

（

9
）
 

外
に
金
が
か
か
り
、
こ
れ
以
上
の
援
助
は
で
き
ず
困
っ
て
い
る
。
委
細

は
会
っ
た
と
き
に
お
話
し
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

文
脈
か
ら
判
断
し
て
、
前
半
の
ロ
ン
ド
ン
に
行
く
と
い
う
人
物
と
、

後
半
の
経
済
的
に
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
人
物
と
は
、
同
一
人
と
は
考
え

難
い
。
し
か
し
、
改
行
は
し
て
い
る
と
は
い
え
同
一
の
事
実
の
よ
う
に

書
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
人
が
、
共
通
の
事
柄
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、
こ
の
名
前

を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
二
人
の
人
物
の
推
定
を
試
み
る
こ
と
に
す

る。

〆’........＿

一一一、、』，〆
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ま
ず
こ
の
時
期
に
、
福
津
と
後
藤
と
の
両
方
に
近
い
存
在
で
、
し
か

も
両
者
か
ら
経
済
的
援
助
を
受
け
て
い
た
人
物
を
考
え
る
と
、
そ
の
可

能
性
が
最
も
高
い
の
は
金
玉
均
で
あ
る
。
こ
の
時
点
に
お
け
る
金
玉
均

（日）

の
生
活
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
福
津
自
身
に
よ
っ
て
も
語
ら
れ
て
お
り
、

（日）

ま
た
岡
本
柳
之
助
に
つ
い
て
の
回
想
を
ま
と
め
た
平
井
晩
村
（
晩
村
漁

（ロ）

郎
）
の
「
岡
本
東
光
先
生
の
面
影
」
に
も
、
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
十
六
年
に
な
っ
て
徐
戴
弼
は
留
学
生
十
七
名
を
連
れ
て
渡
来
し
、

金
玉
均
も
遣
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
韓
国
の
鉱
山
を
抵
当
に
日
本
政

府
か
ら
一
二
百
万
円
の
金
を
借
り
て
、
自
国
の
改
善
を
図
ら
う
と
云

ふ
の
で
あ
っ
た
が
、
種
々
の
事
情
か
ら
話
が
捗
ら
ず
、
荏
再
日
を

経
る
う
ち
に
金
玉
均
は
明
暮
の
生
活
に
も
差
支
る
様
な
始
末
に
な

（

7

7
）
 

り
、
福
津
諭
吉
、
後
藤
象
次
郎
の
諸
氏
か
ら
小
遣
を
借
り
て
辛
く

も
其
日
を
過
す
と
云
ふ
悲
境
に
陥
っ
た
。
従
っ
て
戸
山
学
校
へ
入

学
し
た
十
七
名
の
留
学
生
も
進
退
に
窮
し
て
身
の
振
方
に
困
じ
果

（日）

て
た
。
」

来
日
に
あ
た
っ
て
金
玉
均
が
頼
み
に
し
て
い
た
の
は
、
そ
の
前
年
の

一
O
月
、
壬
午
軍
乱
後
の
済
物
浦
条
約
締
結
の
際
に
「
修
信
使
」
の
随

員
と
し
て
来
日
、
井
上
馨
外
務
卿
と
面
談
し
た
折
に
聞
い
た
話
で
あ
っ



朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

た
。
そ
の
時
井
上
は
、
も
し
朝
鮮
国
王
の
正
式
の
委
任
状
が
あ
れ
ば
、

日
本
か
ら
の
巨
額
の
借
款
も
難
し
く
は
な
い
と
語
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
金
が
国
王
の
委
任
状
を
得
て
来
日
し
交
渉
す
る
と
、
井

上
は
言
を
左
右
に
し
て
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
困
惑
し
た
金
は
ア
メ

リ
カ
政
府
に
借
款
を
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
が
、
同
政
府
は
こ
れ
に
関

与
し
な
い
事
を
決
定
す
る
。
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
公
使
の
紹
介
に
よ
り
、

横
浜
の
貿
易
商
を
た
よ
っ
て
、
欧
米
の
民
間
で
の
起
債
を
計
画
し
た
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
ま
た
成
功
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
福
津

は
金
の
窮
状
に
同
情
し
、
借
款
の
一
部
で
も
成
功
さ
せ
よ
う
と
し
て
後

藤
に
諮
り
、
後
藤
は
陸
奥
宗
光
と
協
議
し
て
渋
沢
栄
一
に
相
談
し
、
よ

う
や
く
こ

O
万
元
の
小
借
款
の
約
束
を
と
り
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
政
府
の
許
可
す
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
。
後
藤
は
こ
の
外

（

M
）
 

に
自
由
党
の
小
林
樟
雄
を
説
い
て
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
員
を
動
か
し
、
当

時
清
国
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
に
起
こ
っ
て
い
た
対
立
を
奇
禍
と
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
で
の
起
債
を
も
計
画
し
た
が
、
こ
れ
も
伊
藤
博
文
の
反
対
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
金
玉
均
は
全
く
面
目

を
失
っ
て
空
し
く
帰
国
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（日）

以
上
は
、
昭
和
一
九
年
刊
行
の
古
笥
記
念
会
編
纂
「
金
玉
均
伝
」
が

伝
え
る
こ
の
間
の
事
情
で
あ
る
。
し
か
し
金
玉
均
本
人
の
残
し
た
記
録

（日）

で
あ
る
「
甲
申
日
録
」
に
は
、
井
上
と
の
交
渉
、
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
、

渋
沢
と
の
交
渉
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
陸

奥
は
も
と
よ
り
後
藤
や
福
津
の
関
与
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な

い
。
福
津
や
後
藤
の
金
玉
均
に
対
す
る
援
助
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
陸
奥
宗
光
も
一
役
買
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
必
ず

し
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
の
ち
に
詳
し
く
見
る
よ
う

に
、
陸
奥
自
身
に
よ
る
自
伝
は
も
と
よ
り
、
巷
間
に
流
布
す
る
陸
奥
の

伝
記
で
も
、
こ
の
事
実
に
は
言
及
し
て
い
る
も
の
は
多
く
は
な
い
と
判

断
さ
れ
る
。

し
か
し
古
笥
記
念
会
の
伝
記
と
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
は
、
す
で
に
昭
和

八
年
黒
竜
会
編
纂
の
「
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
」
中
の
「
金
玉
均
と
朝
鮮

（口）

改
革
運
動
」
で
す
で
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

世
間
に
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
ま
た
金
玉
均
の
伝
記

と
し
て
は
お
そ
ら
く
は
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、
松

本
正
純
の
「
金
玉
均
詳
伝
」
は
、
こ
の
間
の
い
き
さ
つ
を
単
に
「
障
擬

百
出
惜
か
な
初
志
を
果
す
能
は
す
」
と
表
現
し
て
い
る
に
と
ど
ま
っ
て

（時）

い
る
。ま

た
大
正
五
年
、
金
玉
均
の
死
後
「
廿
三
年
祭
」
を
お
こ
な
っ
た
際

に
配
布
す
る
た
め
に
編
述
さ
れ
た
、
し
た
が
っ
て
広
く
一
般
に
流
布
し

（

ω）
 

た
も
の
で
は
な
い
、
葛
生
玄
陣
（
東
介
）
の
「
金
玉
均
」
は
、
彼
の
起

債
運
動
に
対
す
る
後
藤
と
陸
奥
の
関
与
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
後
藤
は
更
に
陸
奥
宗
光
と
謀
る
所
あ
り
き
。
陸
奥
以
為
ら
く
『
三

百
万
円
は
急
に
其
の
成
功
を
期
し
難
か
る
べ
し
と
難
も
、
差
当
り

二
十
万
円
を
調
達
す
る
こ
と
L

せ
ん
。
此
の
金
額
あ
ら
ば
目
下
の
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急
を
済
ふ
に
足
る
べ
し
。
但
し
朝
鮮
国
王
よ
り
其
の
政
権
を
後
藤

に
委
托
す
る
の
国
書
を
得
、
後
藤
を
し
て
彼
の
地
に
航
せ
し
め
且

つ
軍
事
上
に
就
て
は
岡
本
柳
之
助
を
し
て
其
の
局
に
当
ら
し
む
る

に
非
ざ
れ
ば
不
可
な
り
』
と
。
是
に
於
て
吉
田
正
春
稿
を
起
し
、

陸
奥
之
を
添
削
し
、
更
に
福
津
の
斧
正
を
経
て
頗
る
綿
密
な
る
委

任
状
の
草
案
を
作
製
せ
り
。
当
時
後
藤
の
決
心
は
頗
る
輩
固
に
し

て
、
意
気
八
道
を
呑
む
の
概
あ
り
。
彼
は
福
津
に
謂
て
日
く
『
王

命
を
奉
じ
王
都
に
入
り
天
下
の
大
事
を
決
行
す
る
は
大
丈
夫
の
事

な
り
。
戦
国
の
烈
士
蘭
相
如
の
壁
を
完
う
す
る
所
以
の
も
の
良
に

所
以
な
き
に
非
ら
ず
。
有
も
不
幸
事
破
れ
て
玉
砕
す
る
も
亦
何
を

か
憂
へ
ん
』
と
。
福
津
大
に
後
藤
の
豪
胆
に
推
服
せ
し
と
云

（
却
）l

m
o
 

著
者
葛
生
は
大
隈
重
信
暗
殺
未
遂
事
件
に
も
関
連
し
た
、
黒
竜
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
へ
の
陸
奥
の
関
与
は

こ
の
時
以
前
に
、
少
な
く
と
黒
竜
会
関
係
の
人
々
の
間
で
は
、
よ
く
知

ら
れ
た
事
実
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

例
言
に
よ
る
と
、
こ
の
小
間
子
は
「
十
七
年
の
変
乱
、
及
び
其
前
後

の
事
情
に
関
し
て
は
、
専
ら
其
史
料
を
福
津
諭
吉
の
京
城
変
乱
始
末
手

記
と
、
岡
本
柳
之
助
の
『
日
韓
交
渉
之
真
相
』
と
に
L

よ
っ
て
い
る
。

福
津
の
「
京
城
変
乱
始
末
手
記
」
と
は
、
全
集
二
十
巻
所
収
の
「
京
城

変
乱
始
末
」
の
こ
と
で
あ
る
の
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
福
揮
は
そ
の
な

か
で
、
米
国
公
使
の
内
々
の
周
旋
に
よ
る
米
国
で
の
外
債
募
集
や
、
第

一
銀
行
か
ら
の
借
款
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
と
ど

ま
り
、
陸
奥
、
後
藤
の
名
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
へ
の
福
津
自

（
幻
）

身
の
関
与
に
つ
い
て
も
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
福
津
の
伝
記
は
も

と
よ
り
の
こ
と
、
こ
の
時
代
の
日
韓
関
係
に
関
す
る
正
史
と
も
言
う
べ

（

n）
 

き
田
久
保
潔
の
「
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
」
な
ど
で
も
、
福
津
は
も
と

よ
り
後
藤
、
陸
奥
の
関
与
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
も
う
一
つ
の
典
拠
と
さ
れ
た
岡
本
の
「
日
韓
交
渉
之
真
相
」

と
い
う
文
章
は
、
管
見
に
し
て
未
だ
確
認
し
与
え
て
い
な
い
が
、
彼
自
身

と
陸
奥
お
よ
び
金
玉
均
と
の
交
流
か
ら
考
え
て
、
先
に
あ
げ
た
黒
竜
会

の
「
東
亜
先
哲
志
士
記
伝
」
や
古
笥
記
念
会
の
伝
記
の
記
述
の
出
典
は
、

あ
る
い
は
こ
の
岡
本
の
「
日
韓
交
渉
之
真
相
」
で
あ
っ
た
か
と
も
想
像

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
問
題
へ
の
陸
奥
の
関
わ
り

は
、
岡
本
を
通
じ
て
当
時
一
部
の
人
々
の
聞
に
は
当
時
す
で
に
広
ま
っ

て
い
た
噂
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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（四）

（幻ー）

そ
れ
に
反
し
て
後
藤
の
伝
記
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
伝
え
て
詳
細
で

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
洋
行
か
ら
帰
っ
た
後
藤
は
「
酔
肉
の
歎
」
を

か
こ
ち
、
「
殊
に
外
交
の
振
は
ざ
る
を
憤
慨
」
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
福

津
の
す
す
め
で
金
が
訪
ね
助
力
を
乞
う
た
。
そ
こ
で
後
藤
は
「
清
韓
若

し
事
を
生
ぜ
ば
我
が
壮
士
を
し
て
之
に
向
は
し
め
、
其
の
欝
慣
を
之
に

散
ぜ
し
む
る
と
共
に
、
更
に
外
部
よ
り
我
が
政
府
を
刺
激
し
て
、
我
が



内
外
政
策
を
改
革
す
る
を
得
む
」
と
考
え
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。

朝鮮問題に関するこ通の福淳書簡について

「
『
貴
下
憂
ふ
る
勿
れ
、
予
は
誓
っ
て
、
貴
下
の
懇
請
を
引
受
く

べ
し
』
と
。
金
、
驚
喜
し
て
、
更
に
其
の
方
策
を
問
ふ
。
伯
、
襟

を
正
し
て
日
く
、
『
象
二
郎
既
に
之
を
引
受
け
し
上
は
、
決
し
て

二
言
あ
る
こ
と
な
し
。
唯
々
之
に
対
す
る
朝
鮮
国
王
の
庚
翰
を
望

む
。
即
ち
朝
鮮
改
革
の
一
事
は
、
一
切
之
を
後
藤
象
二
郎
に
委
任

す
と
の
詔
勅
を
受
く
る
に
非
ず
ん
ば
、
後
来
、
群
小
の
或
は
予
の

行
動
を
妨
げ
て
、
大
事
を
誤
る
も
の
あ
ら
む
も
測
る
べ
か
ら
ず
。

貴
下
果
し
て
予
を
信
頼
す
る
も
の
な
ら
ば
、
直
ち
に
之
を
得
来
れ
。

予
は
百
万
円
の
資
金
と
、
同
志
の
士
を
提
げ
て
貴
国
に
渡
り
、
一

挙
雑
輩
を
一
掃
し
て
、
八
道
の
民
を
安
ん
じ
、
貴
国
を
泰
山
の
安

き
に
置
か
む
』
と
。
金
益
々
喜
び
、
告
げ
て
日
く
、
『
今
や
朝
鮮

政
府
に
て
は
、
事
大
党
の
蚊
屋
甚
し
く
、
容
易
に
国
王
に
間
尺
す

る
を
得
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が
同
志
の
国
外
に
出
づ
る
こ
と
も
、

厳
重
に
注
目
せ
ら
れ
居
る
を
以
て
、
或
は
急
速
に
約
を
果
す
こ
と

能
は
ざ
ら
む
。
然
れ
ど
も
予
は
機
会
を
見
て
、
国
王
の
詔
勅
を
乞

ふ
ベ
し
』
と
。
直
ち
に
子
細
を
本
国
の
同
志
に
通
じ
、
其
の
身
は

暫
ら
く
東
京
に
留
ま
れ
り
。
こ
れ
十
六
年
十
月
の
事
（
旬
。
」

こ
の
様
に
し
て
後
藤
は
「
隣
邦
回
天
の
大
業
」
を
引
き
受
け
、
す
ぐ

に
準
備
に
と
り
か
か
り
、
従
来
か
ら
自
由
党
に
関
係
の
あ
っ
た
大
和
の

土
倉
、
高
松
の
鈴
木
、
岩
佐
、
久
保
、
渡
漫
な
ど
を
説
得
し
て
援
助
を

得
ょ
う
と
し
た
。
し
か
し
時
あ
た
か
も
松
方
デ
フ
レ
の
最
中
で
あ
り
、

金
融
逼
迫
の
折
で
あ
っ
た
か
ら
、
一

O
O万
円
の
金
策
は
容
易
に
は
つ

か
な
い
。
そ
こ
で
自
由
党
の
な
か
で
理
財
に
明
る
い
森
脇
直
樹
を
大
阪

か
ら
呼
び
、
高
松
の
大
島
更
蔵
（
児
島
稔
）
と
協
力
し
て
金
策
を
さ
せ

た
。
こ
の
二
人
は
、

ご
三
万
信
用
あ
る
富
豪
を
説
き
し
に
、
三
四
万
円
以
上
の
調
達

金
は
、
到
底
之
を
期
し
得
べ
く
も
あ
ら
ず
。
二
人
相
携
へ
て
伯
を

訪
ひ
、
大
い
に
金
策
を
講
じ
、
な
ほ
当
時
出
獄
し
て
、
将
に
洋
行

せ
む
と
す
る
陸
奥
を
訪
ひ
て
、
金
策
を
尋
ね
、
苦
心
惨
憎
た
り
し

程
に
、
十
六
年
は
暮
れ
て
、
十
七
年
と
な
り
ぬ
。
」

こ
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
後
藤
が
フ
ラ
ン
ス
公
使
に
働
き
か
け
て
一

O

O
万
円
の
資
金
を
得
ょ
う
と
思
い
つ
い
た
の
は
、
金
玉
均
と
の
約
束
か

ら
約
一
年
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
と
清
国
が
衝
突
し
た
「
安
南
事
件
」
以
後

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
自
由
党
総
理
の
板
垣
を
も
巻
き
込
ん
だ
こ
の
計
画

は
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
の
親
友
で
「
巨
財
を
貯
へ
、
義
侠
に
し
て
他
の
難

を
控
ふ
を
喜
ぶ
者
」
の
資
金
と
、
「
ク
ー
ル
ベ

l
提
督
の
指
揮
下
に
あ

る
軍
艦
」
の
使
用
の
約
束
ま
で
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し

か
し
後
藤
が
こ
の
計
略
を
、
伊
藤
博
文
に
漏
ら
し
た
た
め
に
、
「
我
が

政
府
、
伯
の
策
を
奪
ひ
、
金
等
、
伯
の
指
揮
を
待
た
ず
し
て
事
を
発
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（お）

し
L

た
た
め
に
、
後
藤
の
「
壮
図
L

は
空
し
く
「
嵯
顕
L

し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
後
藤
の
伝
記
の
記
載
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
交
渉
を
明
治
一
七
年

六
月
以
降
の
事
と
し
て
い
る
所
が
古
笥
記
念
会
の
「
金
玉
均
伝
」
と
異

な
り
、
ま
た
こ
の
問
題
へ
の
陸
奥
の
関
わ
り
方
は
、
葛
生
の
「
金
玉
均

伝
」
と
は
多
少
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
筋
で
は
三
一

書
は
よ
く
符
合
し
て
い
る
。
し
か
し
当
の
陸
奥
本
人
が
最
晩
年
に
口
述

し
た
後
藤
の
伝
記
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
簡
単
に
次
の
よ
う
に
描
写
す

る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

「
彼
（
後
藤
を
指
す
｜
引
用
者
）
す
で
に
内
政
に
失
敗
し
て
ま

た
手
足
を
伸
ば
す
の
地
な
き
を
見
る
や
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
経
略
を

行
な
わ
ん
と
し
、
ひ
そ
か
に
そ
の
友
人
と
相
約
し
、
金
玉
均
ら
の

開
化
党
を
助
け
て
そ
の
勢
力
を
扶
植
し
、
こ
れ
に
よ
り
て
自
ら
朝

（幻）

鮮
の
総
理
大
臣
と
な
り
、
八
道
を
経
営
せ
ん
と
企
つ
。
」

こ
こ
に
「
友
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
者
の
中
に
誰
が
含
ま
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
明
言
を
避
け
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

他
方
、
陸
奥
自
身
の
伝
記
は
、
こ
の
件
を
ど
の
様
に
扱
っ
て
い
る
か
。

（お）

例
え
ば
陸
奥
の
死
の
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
阪
崎
斌
に
よ
る
そ
れ
は
、
明

治
一
六
年
一
月
四
日
の
出
獄
後
の
彼
の
行
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
伊
藤
の
欧
州
よ
り
帰
朝
す
る
や
。
君
（
陸
奥
を
さ
す

l
引
用

者
）
が
功
名
に
鋭
意
な
る
と
其
の
在
野
政
党
に
知
己
を
有
す
る
の

故
を
以
て
。
深
く
君
の
為
に
持
重
せ
ん
こ
と
を
勧
告
す
。
君
も
亦

白
か
ら
幡
晦
し
て
敢
て
其
の
鋒
鉱
を
露
は
さ
ず
。
未
だ
幾
く
な
ら

ず
し
て
板
垣
は
自
由
党
を
解
散
し
て
土
佐
に
退
隠
し
。
後
藤
が
朝

鮮
に
対
す
る
一
大
冒
険
策
も
亦
政
府
の
先
ん
ず
る
所
と
な
り
て
破

れ
た
り
。
或
ひ
は
云
ふ
当
時
君
は
後
藤
の
雌
幕
に
参
し
て
頗
る
其

の
要
領
を
得
た
り
。
而
し
て
窃
に
之
を
井
上
に
告
げ
て
注
意
を
輿

（

9）
 

ふ
る
所
あ
り
と
。
知
ら
ず
果
し
て
斯
る
事
実
あ
り
し
や
否
や
。
」
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こ
の
伝
記
は
、
そ
の
後
の
陸
奥
の
外
遊
を
天
津
条
約
の
締
結
以
後
と

す
る
な
ど
、
そ
の
信
懇
性
に
は
若
干
の
疑
問
が
あ
り
、
ま
た
所
説
を
裏

付
け
る
史
料
も
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
陸
奥
の
死
の
直

後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
当
時
世
間
で
は
こ

の
よ
う
な
噂
が
広
ま
っ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ

う
。
も
っ
と
も
、
巷
間
に
流
布
す
る
陸
奥
の
伝
記
に
は
、
出
獄
か
ら
外

遊
ま
で
の
動
静
に
つ
い
て
、
こ
こ
に
言
う
よ
う
な
後
藤
と
の
関
係
に
言

（

ぬ

）

（

む

）

及
し
て
い
な
い
も
の
、
が
多
く
、
ま
た
陸
奥
自
身
の
「
小
伝
」
も
こ
れ
に

は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

出
獄
後
外
遊
ま
で
の
期
間
、
陸
奥
が
ど
こ
で
過
ご
し
た
か
も
、
管
見

に
し
て
確
認
が
つ
か
な
い
。
渡
漫
幾
治
郎
の
「
陸
奥
宗
光
伝
L

に
よ
れ

ば
、
彼
は
出
獄
後
一
月
二
二
日
に
東
京
帰
着
、
二
月
に
は
神
奈
川
県
、



四
月
に
は
和
歌
山
県
地
方
を
旅
行
し
、
五
月
に
帰
京
し
て
以
後
は
「
そ

（辺）

の
夏
日
光
に
遊
ん
だ
外
は
、
多
く
寓
居
に
塾
居
し
て
ゐ
た
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
一

O
月
の
後
半
、
福
津
と
の
連
絡
に
電
信
を
使
う

必
要
の
あ
る
場
所
に
出
か
け
て
い
た
事
実
は
、
未
だ
確
認
で
き
て
い
な

B
U
 

朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

ま
た
彼
が
外
遊
を
決
意
の
時
点
に
つ
い
て
、
同
書
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。
一
六
年
八
月
の
下
旬
日
光
か
ら
帰
っ
て
、
外
遊
か
ら
帰
朝

し
た
伊
藤
に
面
会
し
た
際
に
外
遊
を
「
慾
憩
」
さ
れ
、
「
外
遊
の
志
は

（泊）

出
獄
当
初
か
ら
抱
懐
し
て
ゐ
た
所
で
」
あ
り
、
そ
の
二
三
日
後
に
伊
藤

が
答
礼
の
た
め
に
陸
奥
を
訪
問
し
た
際
に
も
そ
の
話
が
で
た
。
し
か
し

「
獄
中
に
成
っ
た
翻
訳
や
著
述
の
原
稿
の
整
理
を
は
じ
め
と
し
て
、

種
々
身
辺
に
所
用
が
あ
っ
た
の
で
、
直
ぐ
に
は
応
じ
得
な
か
っ
た
ら
し

い
L

。
し
か
し
一
七
年
一
月
に
伊
藤
を
訪
問
し
た
際
、
再
度
勧
告
が
あ

（

M）
 

り
、
「
蕊
に
君
は
漸
く
外
遊
を
決
す
る
に
至
っ
た
」
と
し
て
、
二
月
二

日
付
け
伊
藤
宛
の
書
簡
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
記
載
の
通
り
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
陸
奥
自
身
、
が
外
遊
の
決
心
を
し
た
の
は
一
七
年
の
初
頭
の

こ
と
と
な
り
、
問
題
の
一
六
年
一

O
月
の
末
の
時
点
で
は
、
や
や
早
す

ぎ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
「
出
獄
当
初
か
ら
の
抱
懐
し
て
ゐ

た
」
と
い
う
点
に
重
き
を
お
け
ば
、
こ
の
福
津
書
簡
で
言
わ
れ
て
い
る

人
物
に
比
定
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。

以
上
の
考
証
の
結
果
と
し
て
、
未
だ
完
全
に
立
証
し
え
た
と
は
言
え

な
い
も
の
の
、
本
書
簡
で
福
津
が
後
藤
に
相
談
し
て
い
る
対
象
の
人
物

は
、
陸
奥
宗
光
と
金
玉
均
と
で
あ
る
と
推
定
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
す

る
。
金
や
後
藤
の
伝
記
作
者
の
描
写
を
総
合
す
る
と
、
そ
こ
に
現
れ
る

の
は
、
盟
友
で
あ
る
後
藤
か
ら
金
玉
均
の
た
め
の
金
策
を
相
談
さ
れ
た

陸
奥
が
、
一
方
で
は
そ
れ
に
応
じ
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
伊
藤
や
井
上

と
通
じ
て
い
る
姿
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
藩
閥
勢
力
に
対
す
る
「
『
屈

服
』
と
し
て
非
難
さ
れ
、
『
権
謀
術
策
』
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
『
転
向
』

と
し
て
疑
惑
の
眼
を
も
っ
て
眺
め
ら
れ
る
よ
う
な
側
面
が
、
存
在
し
な

（お）

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
、
こ
の
時
期
の
陸
奥
の
複

雑
な
言
動
の
特
徴
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2 

j度
漫

修
宛
書
簡

〆’『、、

一、、＿.，，

福
津
書
簡
の
他
の
一
通
は
、
渡
漫
修
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
「
入

社
帳
L

に
よ
れ
ば
、
渡
漫
は
安
政
六
年
二
一
月
生
ま
れ
、
愛
媛
県
北
宇

和
郡
岩
谷
村
（
現
広
見
町
）
の
出
身
で
、
明
治
二
一
年
一

O
月
、
一
九

（お）

歳
で
慶
麿
義
塾
に
入
社
し
て
い
る
。
「
略
伝
L

、
「
慶
麿
義
塾
塾
員
履
歴

（
禽
お
よ
び
塾
員
名
簿
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
年
か
ら
郷
里
に
お
い
て
習

字
、
漢
籍
を
修
行
、
六
年
（
七
年
と
も
言
う
）
宇
和
島
鶴
島
学
校
、
一

一
年
二
月
か
ら
一
二
年
七
月
ま
で
は
中
津
市
学
校
に
学
ん
で
い
た
。
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「
勤
惰
表
」
に
よ
れ
ば
、
塾
で
は
明
治
一
二
年
九
月
ー
一
二
月
は
本
科

三
等
に
在
籍
し
て
い
る
。
こ
の
学
期
は
本
科
は
五
等
の
こ
ま
で
、
全
部

で
六
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
す
で
に
英
語
の
実
力
は
か
な

り
持
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
学
期
で
あ
る
二
二
年
一
月
｜

四
月
も
同
級
に
と
ど
ま
り
、
同
年
五
月
｜
七
月
に
は
二
等
に
進
み
、
そ

の
次
の
学
期
（
九
月
1
一
一
一
月
）
は
本
科
一
等
の
二
、
一
四
年
一
月
か

ら
は
一
等
の
一
と
な
り
、
同
年
四
月
に
卒
業
し
て
い
る
。

卒
業
後
は
「
交
詞
社
の
組
織
委
員
と
な
っ
て
各
地
を
巡
遊
し
、
後
に

新
聞
記
者
、
官
吏
、
衆
議
院
議
員
等
の
経
歴
を
経
て
晩
年
は
実
業
家
と

（お）

な
っ
た
」
人
物
と
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
後
の
彼
の
履
歴
を
ま
と
め
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
一
五
年
一

O
月

一
七
年
七
月

一
八
年
九
月

一
九
年
三
月

四
月

六
月

七
月

五
月

九
月

一一月

二 九
年年

二
三
年

兼特御領副兼交太外農
任許 用 事 領 任 際政務商
逓局 帰 代 事 外 官官省務
信審朝理 務試御御省
省判 朝省補用用御
参官 鮮参 掛掛用
事 国事兼掛
官 元 官勤

山
在
勤

二
四
年

三

O
年

三
二
年

三
三
年

三
五
年

三
九
年

四
一
年

四
二
年

大

正

二

年

昭

和

二

年
七
年
一

O
月

四三
月月月

逓
信
省
書
記
官

同
文
書
課
長

長
崎
郵
便
電
信
局
長

札
幌
郵
便
電
信
局
長

愛
媛
県
内
務
部
長

香
川
県
内
務
部
長

愛
媛
県
選
出
衆
議
院
議
員
、
以
後
政
友

会
か
ら
連
続
七
期
当
選

佐
世
保
市
長
兼
任

大
阪
電
灯
株
式
会
社
支
配
人
（
大
正
元

年
同
社
社
長
）

松
山
電
気
軌
道
会
社
取
締
役
（
四
二
年

同
社
社
長
）

大
阪
三
品
取
引
所
理
事
（
大
正
一
五
年

同
理
事
長
）

宇
和
水
電
株
式
会
社
社
長

大
阪
電
球
株
式
会
社
社
長

日
本
電
気
協
会
会
長

没
。
享
年
七
三
才
。
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こ
の
履
歴
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
官
界
、
政
界
、
実
業
界
で
幅
広
く

活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
幼
児
期
に
故
あ
っ
て
全
家
産
の
官
没
と
一



家
離
散
、
親
類
に
丁
稚
奉
公
を
す
る
悲
運
を
体
験
し
、
そ
の
た
め
人
格

が
陶
冶
さ
れ
、
「
資
性
温
良
率
直
。
粉
飾
な
く
人
と
交
る
に
更
に
障
壁

を
置
か
ず
。
天
真
欄
々
稚
気
満
々
、
恰
も
小
児
に
類
す
る
。
衆
人
に
愛

（

Q
d）

 

好
せ
ら
れ
又
成
功
し
た
る
所
以
蓋
し
こ
こ
に
存
す
L

と
評
さ
れ
た
一
生

で
あ
っ
た
。

〆’戸、、、

一一、、＿＿＿.，

書
簡
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

八
月
十
八
日
之
貴
翰
拝
見
仕
候
。

御
途
中
も
段
々

手
間
取
り
、
御
地
御
着
ハ
八
月
十
日

之
よ
し
、
先
／
＼
御
無
事

目
出
度
奉
存
候
。
東
京
ハ

残
暑
尚
甚
し
く
、
加
る
ニ
コ
レ
ラ

之
騒
き
、
誠
二
楽
ま
ざ
る

事
共
に
候
。
近
日
承
は
れ
つ

朝
鮮
も
又
候
清
露
云
々
之

報
知
。
其
詳
ハ
分
ら
す
候
得
共
、

伺
か
う
る
さ
き
事
に
候
。

又
先
頃
ハ
長
崎
ニ
雨
、
支
那
水
兵

之
乱
暴
。
是
も
昨
今
談
判

最
中
な
れ
共
、
近
来

之
政
略
、
連
も
男
ら
し
い
事
ハ

出
来
申
間
敷
存
候
。

露
人
北
青
江
上
陸
杯
之
風
聞
も

有
之
、
北
青
と
申
候
ハ
随
分
良
き

港
之
様
と
兼
而
承
居
候
。
元
山

を
去
る
こ
と
甚
タ
遠
か
ら
ず
。
事
情

相
分
候
ハ
＼
御
報
知
奉
願
候
。
決

し
て
政
略
－
一
関
す
る
官
途
之

秘
密
を
聞
か
ん
と
す
る
ニ
非
ず
。

唯
公
然
た
る
あ
る
ま
L

の
事
実

を
承
り
度
事
ニ
御
座
候
。

右
御
返
詞
芳
申
上
度
、
早
々

如
此
御
座
候
。

頓
首

十
九
年

八

月

一

日

渡

漫

修

様

梧
下

〆’ー、、

一一一、、＿＿，，

諭
吉

」
の
書
簡
は
、
そ
れ
ま
で
農
商
務
省
に
勤
務
し
て
い
た
渡
漣
が
外
務
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省
参
事
官
と
な
り
、
副
領
事
と
し
て
朝
鮮
の
元
山
に
着
任
し
た
旨
福
津

に
報
じ
た
書
簡
に
対
す
る
返
信
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
履
歴
に
よ
れ
ば

拝
命
は
こ
の
年
の
六
月
で
あ
っ
た
が
、
途
中
で
「
手
間
取
」
っ
て
任
地

へ
の
到
着
は
八
月
一

O
日
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

時
は
甲
申
事
変
の
後
で
あ
り
、
朝
鮮
に
対
す
る
福
津
の
期
待
が
破
れ

た
直
後
で
は
あ
る
が
、
彼
の
朝
鮮
に
つ
い
て
の
関
心
は
益
々
高
ま
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
門
下
出
身
の
渡
漣
が
副
領

事
と
し
て
元
山
に
祉
任
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
か
ら
の
情
報
に
は
期

待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
中
の
朝
鮮
に
お
け

る
清
露
の
問
云
々
や
、
長
崎
に
お
け
る
支
那
水
兵
の
問
題
な
ど
は
、
こ

の
前
後
に
書
か
れ
た
他
の
書
簡
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
話
柄
で
あ

（

ω）
 

る。
渡
也
君
と
福
津
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
従
来
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少

（

H
U
）
 

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
た
渡
漫
宛
の
福
津
書
簡
も
わ
ず
か

に
三
通
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
交
流
は
実
際
に
は
相
当
に
深
い
も

の
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
内
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の

は
二
通
で
あ
り
、
そ
の
一
は
明
治
二
四
年
五
月
二
二
日
付
、
渡
漣
が
長

崎
郵
便
電
信
局
長
と
し
て
赴
任
し
た
際
に
出
し
た
手
紙
の
返
事
で
あ

（必）り
、
他
は
二
九
年
四
月
一
七
日
付
、
彼
が
長
崎
在
任
中
、
「
臨
時
台
湾

電
信
建
設
部
事
務
官
」
を
兼
任
し
て
い
た
時
、
「
そ
の
噴
拓
殖
務
省
南

部
局
長
を
し
て
ゐ
た
」
野
村
政
明
（
旧
名
市
来
七
之
助
、
塾
で
は
渡
漣

よ
り
一
年
先
輩
に
あ
た
る
）
が
、
福
津
の
所
に
夕
食
に
来
る
の
で
同
席

ー

（

必

）

し
な
い
か
と
誘
っ
た
も
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
渡
濯
が
上
京
中
で
あ
り
、

福
津
も
ま
た
彼
の
動
静
を
知
っ
て
い
た
た
め
に
、
招
待
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
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ま
た
全
集
に
未
収
録
の
未
発
表
書
簡
は
、
明
治
二
六
年
一
一
月
一
日

付
、
当
時
福
津
が
墓
参
の
た
め
に
中
津
へ
行
く
予
定
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

が
、
「
西
国
筋
」
で
「
赤
痢
の
風
聞
」
が
高
か
っ
た
た
め
に
「
友
医
」

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
延
期
し
て
い
た
こ
と
に
関
す
る
、
渡
濯
の
問
い
合
わ

（

H
判
）

せ
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
。
長
崎
の
任
地
に
い
た
渡
濯
が
、
面
会
の
た

め
に
中
津
ま
で
出
か
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
外
全
集
に

は
二
カ
所
に
渡
漣
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も
福
津
の
二

（必）

回
目
の
病
気
の
際
の
電
報
発
信
の
記
録
で
あ
り
、
一
月
二
九
日
と
二
月

四
日
の
両
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
渡
漫
は
内
務
部
長
と
し
て
香

川
県
に
い
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
判
断
し
て
、
従
来
福
津
と
渡
遁
と
の
交
流
が
問

題
に
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
理
由
は
、
福
津
生
前
の
彼
が
地
方
や

外
国
に
勤
務
し
て
い
た
期
間
が
永
く
、
日
常
的
に
福
津
に
接
触
の
機
会

が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
し
か
し
福
津
の
生
前
に

は
常
に
動
静
を
報
告
し
、
ま
た
上
京
し
た
折
り
に
は
食
事
に
も
招
待
さ

れ
る
よ
う
な
、
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
臨
終
を
知
ら
せ
る
電
報
も
打
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
外
交
機
密
に
触
れ
な
い
程
度
に
と
い
う

条
件
を
付
け
た
と
し
て
も
、
現
職
の
副
領
事
に
駐
在
先
の
情
報
の
提
供



を
依
頼
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
書
簡
は
、
渡
漣
が
福
津
の
広
い
交
際
の
人
脈
の
一
角
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
彼
に
関

す
る
史
料
を
博
く
求
め
る
こ
と
が
福
津
研
究
の
今
後
の
発
展
の
た
め
の

必
要
事
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。

朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

註
（1
）
冒
頭
の
目
次
で
は
「
田
中
邦
之
助
」
と
な
っ
て
い
る
。

（2
）
文
意
か
ら
明
治
一

O
年
と
推
定
。
当
時
前
島
は
内
務
省
駅
逓
局
長
兼
勤

で
あ
り
、
同
年
二
月
一
回
目
、
「
内
務
卿
不
在
中
御
用
弁
ノ
為
メ
毎
日
午
前

九
時
ヨ
リ
太
政
官
へ
出
動
可
致
事
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
楢
崎
寛
直
は
廃

藩
置
県
の
後
、
筑
摩
県
及
び
長
野
県
の
権
参
事
、
参
事
に
任
じ
、
当
時
は
長

野
権
令
で
あ
っ
た
（
「
百
官
履
歴
」
巻
八
及
び
九
日
本
史
籍
協
会
、
昭
和

三
年
）
。

（3
）
目
次
で
は
「
守
田
宝
丹
」
。

（4
）
目
次
で
は
「
佐
竹
永
湖
」
。

（5
）
明
治
一
一
一
一
一
年
、
渡
漫
が
特
命
全
権
公
使
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
駐
翻
し
た

時
の
も
の
と
推
定
す
る
。
（
一
四
）
も
同
じ
。

（6
）
な
お
、
福
津
の
門
下
で
後
藤
か
ら
学
資
の
補
助
を
受
け
て
そ
の
「
秘
書

役
」
を
つ
と
め
て
い
た
井
上
角
五
郎
の
伝
記
に
は
、
朝
鮮
問
題
に
深
い
関
心

を
も
っ
て
い
た
後
藤
と
福
津
が
意
見
を
交
換
す
る
際
に
は
、
「
手
紙
を
以
て

す
る
と
き
は
後
日
に
残
る
虞
が
あ
る
の
で
、
総
べ
て
口
上
を
以
て
し
、
そ
の

口
上
の
取
次
役
は
先
生
（
井
上
の
意
｜
引
用
者
）
に
命
ず
る
の
が
定
例
で
、

時
に
よ
る
と
先
生
は
一
日
の
中
に
数
回
も
両
邸
の
聞
を
往
復
さ
せ
ら
れ
る
事

が
あ
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
封
筒
と
手
紙
と
が
別
々
の
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
。
な
お
こ
の
時
点
に
は
井
上
は
朝
鮮

に
滞
在
し
て
い
た
（
井
上
角
五
郎
先
生
伝
記
編
纂
会
「
井
上
角
五
郎
先
生

伝
」
昭
和
一
八
年
）
。

（7
）
「
福
津
諭
吉
年
譜
」
明
治
一
六
年
一

O
月
二
七
日
の
項
（
全
集
二
一
巻
、

五
八
八
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
、
同
年
八
月
廿
七
日
付
け
の
福
淳
一
太
郎
・
捨
次

郎
宛
書
簡
に
は
「
過
般
日
本
橋
三
丁
目
丸
屋
の
少
し
南
な
る
勧
工
店
の
煉
化

屋
を
買
受
、
昨
今
普
請
、
今
二
ヶ
月
も
過
ぎ
な
ば
新
報
社
を
移
し
候
積
な

り
」
と
あ
る
（
全
集
一
七
巻
、
五
五
七
ペ
ー
ジ
）
。
ま
た
同
年
一

O
月
二
八

日
付
け
朝
吹
英
二
宛
書
簡
に
は
、
「
両
三
日
前
よ
り
此
方
に
で
も
時
事
新
報

の
引
越
、
大
取
引
に
て
、
：
：
：
新
聞
屋
も
愈
昨
日
新
店
安
堵
：
：
：
」
（
全
集

一
七
巻
、
五
九
七
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
。

（8
）
「
福
津
諭
吉
年
譜
」
明
治
一
六
年
六
月
下
旬
。
全
集
一
一
一
巻
、
五
八
四

ペ
ー
ジ
。

（9
）
「
時
事
新
報
計
算
簿
（
明
治
十
七
年
｜
三
十
九
年
）
」
（
全
集
一
一
一
巻
）

に
は
、
「
創
業
以
来
出
入
差
引
福
津
よ
り
出
し
た
る
金
高
と
し
「
壱
万
弐
千
八

百
五
拾
四
円
九
十
三
銭
六
厘
」
を
あ
げ
、
そ
れ
と
は
「
全
く
別
に
し
て
特
に

私
の
貸
金
」
と
し
て
、
「
三
丁
目
引
移
の
際
」
の
貸
金
五
千
五
百
円
を
計
上

し
て
し
て
い
る
。

（
叩
）
福
津
諭
吉
「
朝
鮮
人
へ
貸
金
の
記
憶
書
」
全
集
二

O
巻
所
収
。

（
日
）
紀
州
藩
士
。
嘉
永
五
年
江
戸
で
出
生
。
フ
ラ
ン
ス
式
砲
兵
隊
を
編
成
。

維
新
後
陸
軍
砲
兵
大
尉
。
西
南
戦
争
に
参
謀
と
し
て
従
軍
し
、
戦
後
陸
軍
少

佐
。
竹
橋
事
件
の
首
謀
者
と
し
て
、
入
獄
中
の
陸
奥
の
奪
還
を
企
っ
た
と
疑

わ
れ
て
奪
官
。
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
寸
大
陸
浪
人
」
と
し
て
活
動
し
た
。
日
清

戦
争
後
韓
国
政
府
宮
内
顧
問
兼
軍
事
顧
問
。
そ
の
後
間
妃
暗
殺
事
件
に
参
加
。
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明
治
四
五
年
没
。

（
ロ
）
晩
村
稿
「
岡
本
東
光
先
生
の
面
影
」
岡
本
柳
之
助
述
「
風
雲
回
顧
録
」

武
侠
世
界
社
、
大
正
元
年
（
伝
記
叢
書
三
九
「
風
雲
回
顧
録
」
昭
和
六
三

年
大
空
社
）
。

（
日
）
同
右
、
二
四
六
ペ
ー
ジ
。

（M
）
岡
山
県
出
身
の
民
権
運
動
家
。
自
由
党
岡
山
支
部
を
組
織
、
朝
鮮
独
立

の
支
援
を
計
画
し
て
大
坂
事
件
に
連
座
。
後
に
衆
議
院
議
員
当
選
一
二
回
。

（
日
）
古
笥
記
念
会
代
表
者
林
毅
陸
編
「
金
玉
均
伝
」
上
巻
昭
和
十
九
年
、

慶
麿
義
塾
出
版
社
。

（
時
）
韓
国
学
文
献
研
究
所
編
「
金
玉
均
全
集
」
亜
細
亜
文
化
社
、
一
九
七
九

年
、
一
一
六
｜
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
口
）
黒
竜
会
「
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
」
上
巻
六
九
｜
七

0
ペ
ー
ジ
、
「
明
治

百
年
史
叢
書
」
原
書
房
、
昭
和
四
一
年
。

（
時
）
松
本
正
純
「
金
玉
均
詳
伝
」
厚
生
堂
、
明
治
二
七
年
四
月
、
二
二
｜
二

三
ベ

l
シ。

（
四
）
葛
生
玄
陣
、
編
輯
兼
発
行
「
金
玉
均
L

大
正
五
年
（
非
売
品
）
。

（
加
）
引
用
文
中
の
吉
田
平
春
は
吉
田
東
洋
の
第
一
子
。
嘉
永
田
年
出
生
、
従

兄
で
あ
る
後
藤
に
養
な
わ
れ
、
外
務
省
参
事
官
と
な
る
。
井
上
外
務
卿
の
命

を
う
け
ベ
ル
シ
ヤ
に
潜
入
し
て
通
商
交
渉
を
行
な
っ
た
人
物
と
し
て
有
名
で

あ
る
。
ま
た
憲
法
制
度
取
調
べ
の
た
め
に
渡
欧
し
た
伊
藤
博
文
に
随
行
。
そ

の
後
官
を
辞
し
後
藤
象
二
郎
の
参
謀
と
し
て
大
同
団
結
の
枢
機
に
参
画
し
た
。

大
正
一

O
年
没
。

（
幻
）
石
河
幹
明
「
福
津
諭
吉
伝
」
第
三
一
巻
三

O
O
｜
三

O
二
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
朝
鮮
総
督
府
発
行
「
近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
」
（
上
）
（
明
治
百
年
史
叢

書
昭
和
四
八
年
、
原
書
房
）
九
一
一
一
一
｜
四
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
大
町
桂
月
「
伯
爵
後
藤
象
二
郎
」
桂
月
全
集
、
第
七
巻
、
大
正
一
五
年

輿
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
会
。

（M
）
同
右
、
五
一
一
一
一
一
｜
五
一
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
五
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
同
右
、
五
三
五
l
五
四
二
ペ
ー
ジ
。

（
幻
）
陸
奥
宗
光
「
後
藤
伯
」
「
世
界
の
日
本
」
一
八
号
、
明
治
三
八
年
八
月

（
萩
原
延
寿
編
「
陸
奥
宗
光
」
日
本
の
名
著
三
五
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四

八
年
、
四
一

0
ペ
ー
ジ
）
。

（
犯
）
紫
欄
漁
長
・
阪
崎
斌
「
陸
奥
宗
光
」
博
文
館
明
治
三
一
年
。

（
却
）
同
右
、
一

O
O頁。

（
却
）
渡
漫
修
二
郎
「
陸
奥
宗
光
評
伝
」
同
文
舘
、
明
治
三

O
年。

伊
藤
痴
遊
「
陸
奥
宗
光
」
伊
藤
痴
遊
全
集
、
続
三
巻
、
昭
和
六
年
、
平
凡
社
。

渡
謹
幾
治
郎
「
陸
奥
宗
光
伝
」
昭
和
九
年
、
改
造
社
。

信
夫
清
三
郎
「
陸
奥
宗
光
」
昭
和
一
三
年
、
白
揚
社
。

（
出
）
「
伯
爵
陸
奥
宗
光
遺
稿
」
岩
波
書
店
、
昭
和
四
年
。

（
詑
）
前
掲
、
渡
漫
幾
治
郎
「
陸
奥
宗
光
伝
」
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

な
お
「
陸
奥
宗
光
伯
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
彼
の
寄
留
先
は
東
京
下
谷

金
杉
村
で
あ
っ
た
。

（
お
）
同
右
。

（
担
）
同
右
、
一
八
二
ペ
ー
ジ
。

（
お
）
萩
原
延
寿
「
陸
奥
宗
光
」
（
現
代
日
本
思
想
大
系
刊
「
権
力
の
思
想
」

筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
）
、
二
一
九
l
三
0
ペ
ー
ジ
。

（
部
）
「
渡
漫
修
翁
略
伝
」
渡
由
壇
家
。

（
幻
）
西
沢
喜
四
郎
編
「
慶
麿
義
塾
塾
員
履
歴
集
」
明
治
二
七
年
、
非
売
品
。

（
却
）
渡
漣
修
宛
福
津
書
簡
註
、
全
集
、
第
一
八
巻
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
。
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（
拘
）
前
掲
略
伝
。

（
判
）
例
え
ば
、
明
治
一
九
年
八
月
二
五
日
付
岩
橋
謹
次
郎
宛
て
書
簡
、
同
九

月
一
日
付
福
淳
一
太
郎
捨
次
郎
宛
て
書
簡
等
。
何
れ
も
全
集
第
一
八
巻
所
収
。

（
剖
）
石
河
幹
明
著
「
福
津
諭
吉
伝
＼
富
田
正
文
箸
「
考
証
福
津
諭
士
口
」
の

人
名
索
引
に
は
渡
遣
の
名
前
は
な
い
。

（
位
）
福
淳
諭
吉
全
集
一
八
巻
、
四
七
二
ペ
ー
ジ
。

（
却
）
同
右
、
七
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
叫
）
昭
和
五
一
年
七
月
二
七
日
、
大
分
県
中
津
市
在
住
の
嶋
通
夫
氏
よ
り
当

セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
コ
ピ
ー
に
よ
る
の
で
、
封
筒
の
様
子
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
が
、
そ
の
文
面
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

朝鮮問題に関する二通の福淳書簡について

本
月
二
十
四
日
之
華
翰
拝
見
仕
候
。

時
下
益
々
御
清
安
奉
恭
賀
。

陳
ハ
老
生
九
州
行
之
義
ニ
付
、

態
々
御
尋
被
下
、
右
ハ

事
実
ニ
相
違
無
之
。
久
々
ニ
而

豊
前
中
津
へ
墓
参
思
立
、

実
ハ
十
月
三
日
出
立
之
用
意

致
し
居
候
中
、
西
国
筋

赤
痢
の
風
聞
高
く
、
友
医

之
忠
告
、
決
し
て
今
之
時
節
一
一

危
う
き
を
冒
す
べ
か
ら
ず
と
の
事

ニ
雨
、
日
一
日
そ
の
ま
与
に
成
候
義
一
一

御
座
候
。
追
々
寒
気
ニ
も

如
何
可
致
哉
。
万
事
取
留
候

議
ハ
無
之
。
何
れ
其
中
定
ま
り

候
ハ
ぐ
尚
可
申
上
、
折
角
之

御
尋
ニ
接
し
、
御
返
詞
ま
で
勿
々

如
此
御
座
候
。

十二
渡ー十
辺月六

一年
様日

梧
下

（
封
筒
・
裏
）

封

（
封
筒
・
表
）

長
崎
梅
香
崎
町

渡

辺

修

様

親
展

45 

福
津
諭
吉
全
集
一
一
一
巻
、

九

一
九
六
ペ
ー
ジ

頓

首

諭

土口

東

京

三

田

福
津
諭
土
口

な
お
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
嶋
田
早
苗
、
鶴
岡
実
枝
子
、
原
島
陽
一
氏
の
御

助
力
を
得
た
こ
と
を
感
謝
す
る
。

（
さ
か
い

た
つ
ろ
う

文
学
部
教
授
）
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